
学会ߨԋ会

なぜ今，石橋湛山か
──不世出のジャーナリスト，政治家はいかに学び，いかに行動したか──

浅　　野　　純　　次

� � � � � 日　時：2025年10月22日（ਫ）13:00ʙ14:30
� � � � � 場　所：経営学部講ٛ౩２号ؗ（N3-3）109教室

＜司会＞　օさん，こんにちは．ただいまから横浜経営学会主催，横浜国立大学経営学部なら
びに横浜国立大学ߍ༑会共催の「第45回横浜経営学会講演会」を始めます．本日は石橋湛山記
念財ஂ評議員，෋ٰ経済研究会会長，東洋経済新報社元社長でいらっしΌいます浅野純次さま
をおܴえして，「なぜ今，石橋湛山か　不世出のジャーナリスト，政治家はいかに学び，いかに
行動したか」という演題で͝講演をいただきます．
いいたئは本日司会を務めます，横浜経営学会運営委員長の木村です．どうͧよΖしくおࢲ　
します．それでは，͝講演に先立ちまして，横浜経営学会会長，そして経営学部長の大雄智教
授より͝あいさつをいただきます．大雄先生，よΖしくおئいいたします．

＜大雄経営学会長＞　օさんこんにちは．本日は横浜経営学会講演会に͝参加いただきまして
大変ありがとう͟͝います．この横浜経営学会講演会は，横浜経営学会と横浜国立大学ߍ༑会
の共催で実施されております．本日はӍの߱る中，これだけ多くの方に͝参加いただきまして，
心よりおྱ申し上げます．ありがとう͟͝います．
　浅野さまにおかれましては，本学のΩャンパスまでおӽしいただきまして，貴ॏな͝講演を
いただきますこと，大変ありがとう͟͝います．後΄ど浅野さまの͝経ྺにつきましては二神
先生から͝紹介が͟͝いますけれども，浅野さまは東洋経済新報社の代表取締役社長を務めら
れておりました．օさんの中にも東洋経済新報社さんのデータベースを使ってレϙートを書い
たり卒業論文を作成されたりする人がいると思います．また『会社四ق報』から企業情報を入
手して，ब職活動にྟんだり企業分析にྟんだりという人もいると思います．今申し上げた『会
社四ق報』の編集長も浅野さまは務められました．
　本日の浅野さまの͝講演のタイトルは，先΄ど木村先生から͝紹介がありましたとおり，「な
ぜ今，石橋湛山か─不世出のジャーナリスト，政治家はいかに学び，いかに行動したか─」と
いうものです．ちょうどࡢ日，新しい内ֳ総理大臣として高市ૣබ自ຽౘ総ࡋが指名されまし
た．օさんもこの間，日本の政治や経済の行方について考える機会が多かったと思います．օ
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さん͝自਎の日常の生活に照らして思いを८らせたという人も多いかと思います．まさに今回
の͝講演はタイムリーでして，͝講演の後には質ٙ応౴の時間も用意されていますので，ぜͻ
積極的に質問をしてください．質問ができるよう，よくおௌきください．
　では，؆୯ではありますけれども，ࢲからの͝あいさつとさせていただきます．本日は͝参
加いただき誠にありがとう͟͝います．

＜司会＞　大雄先生ありがとう͟͝いました．ଓきまして，経営学部，二神枝保教授より，浅
野さまの͝略ྺについて͝紹介いただきます．どうͧよΖしくおئいいたします．
＜二神＞　օさん，こんにちは．経営学部の二神です．本日は浅野純次さまに͝講演いただけ
るということで，心よりおྱを申し上げます．ࢲから大変ॖڪでは͟͝いますが，浅野純次さ
まを͝紹介申し上げます．
　1958年，࡛ݝۄ立Ӝ和高ߍを͝卒業されました．同年に横浜国立大学経済学部に͝入学され
ました．Ӝ和から京浜ٸ行，南太田まで２時間近くかけて通学されていたそうです．Ӻから෋
士山が見えるٰの上までาくのが大変だったそうで，෋ٰ会は෋士山が見えるٰということか
ら名付けられているそうです．学部のθミは中国経済論，サークルは新ฉ会だったそうです．
　1962年，横浜国立大学を͝卒業され，大学10期だったそうです．同年に東洋経済新報社に͝
入社されました．編集局記者として企業分析記事などを『ि刊東洋経済』や『会社四ق報』に
͝執筆されました．໷が明けるこΖ原稿を書き終え，タクシーか始発電ंで帰୐したことも再
三あったそうです．
　1989年，東洋経済新報社取締役編集局長，それから総務局長に͝ब任されました．1995年，
東洋経済新報社取締役社長に͝ब任されました．2001年には東洋経済新報社取締役会長に͝ब
任されました．この間，日本ࡶ誌協会理事長，経済۞ָ部理事長，出൛企業年金基金理事長な
ども͝ྺ任されました．
．在は石橋湛山記念財ஂ評議員の他，大学同૭の෋ٰ経済研究会会長を務められていますݱ　
なお『ि刊東洋経済』に΄΅毎号，20年近くにわたり書評を執筆されておられます．他にも『財
界』など，２，３の新ฉࡶ誌にコラムなどを定期寄稿されています．2022年には，横浜国立大学
からYNUプラウド卒業生として表彰されています．
　このように浅野さまは東洋経済新報社の社長，会長も務められ，日本を代表する実業家でい
らっしΌいます．また，編集者の第一人者としても大変に活༂されています．浅野さまが会長
を務められている෋ٰ経済研究会に，ࢲが൒年前にݺんでいただいた͝ԑもあって，本日浅野
さまを横浜経営学会講演会におটきすることができました．このように素੖らしい立೿な方を
おটきすることができてとてもޫӫに思っています．
　本日の講演会は，学生のօさんにとっても，教職員にとっても，大変貴ॏな機会と存じます．
それでは，浅野さまどうͧよΖしくおئいいたします．
＜司会＞　二神先生ありがとう͟͝いました．それでは，੝大なഥ手でおܴえください．
＜浅野純次 ＜講演　ࢯ

　օさん，こんにちは．ࢲは何十年か前に清ਫがٰでษڧしたんですが，二神先生がおっしΌっ
たようにࣷߍがࡔの上にあって，ここもࡔの上ですけど，もうちょっとొらなくてはいけなく
て大変でした．ొるのがݏな学生の中には，ࡔの下にある੃૳，マージャン屋ですͶ，そこで
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４人集まってはマージャンをଧって，ࡔをొらずに帰ったなんていう武༐伝があったんですけ
ども，ࢲはがんばってొりました．
　卒業後，東洋経済新報社に入ったんですが，会社の大先ഐである石橋湛山という人が，素੖
らしいジャーナリストであり政治家でもあったので，今日は൴がどのように学び，どのように
それを生かして行動したかをお話しして，多গとも参考になればと思います．ࢲが入社したこ
Ζはまだ石橋さんはお元ؾで，東洋経済にも度々དྷられてࢲたちにいΖいΖお話をされたので，
．にとってはա去のӢの上の人ではなかったんですͶࢲ
　本題に入りますが，レジϡメ１ページに湛山の年ේがあります．生֔をいちいち説明するつ
もりはありませんが，二，三そこから湛山の人となりを͝説明したいと思います．一つは，൴は
今のߕ府一高に入るんですけれども，そこでߍ内誌の編集にܞわり，ྺ史上の人物の評伝を書
いたりして๩しくて，そのおかげで留年してしまうんですͶ．しかも２年．だから留年しても
立೿な࢓事ができるということがわかります．
　留年して何がよかったか．چ制中学というのは５年制なんですͶ．それで留年して７年目の
ときに，新しいߍ長先生がண任するんです．それが大島正健さんといって，ࡳຈ೶学ߍの１期
生だったんですͶ．ࡳຈ೶学ߍは，クラーク博士が１年間だけߍ長としてアメリカからやって
きて，１期生だけが܆ಃを受けたんです．その教えを山སのچ制一中へདྷて生ెたちに伝えて
くれたのです．
　例えば「Boys, be ambitiousʂ」とか「Be gentleman」とかそういうクラーク博士の教えを
湛山たちに伝えながら，指ಋをしたそうです．石橋湛山は，２年留年しなければ大島ߍ長には
会えなかった，本当に運がよかったとड़ջしています．
　やっと卒業して今度は一高，今の東大を受けたんですがམちます．２年目もまたམっこちま
した．それで湛山はૣ᜞田の文学部へ入ったんです．それがよかったんですよ．なぜかという
と，文学部の఩学科に進んで，田中Ԧಊという先生に学べたからです．田中Ԧಊはアメリカで
+ohn Dewey（デϡーイ）という఩学者に学んだ人で，Deweyはpragmatismです．Ԧಊに学ん
だことが湛山にとっては非常に޾いしました．大学での学びが൴の人生を決めたようなもので
すͶ．一高をམちなければԦಊには会えなかった．
　要するに留年しようと，受ݧに失敗しようと，そんなことは大した問題じΌないんです．そ
こで何か運をつかΉ，あるいはそれを生かす，そのようにして湛山という人物は出དྷ上がって
いくので，օさんの中にも࿘人したり留年したりした人がいても，ΉしΖ湛山の例に学んでそ
れを活かしてください．
　それから，石橋湛山といっても横浜国大とは関܎ないだΖうとお考えでしょうけど，実は，
横浜高等工業，今の理工学部ですͶ．高等工業に委嘱されて，４年΄ど経済学の講ٛをしてい
るんですͶ．当時は弘明ࣉにࣷߍがありましたので，湛山は弘明ࣉへ４年間通って，若い人た
ちに経済学の講ٛをした，そういうԑがあります．
　それから湛山はח倉にॅんでいたので，ח倉にあった神奈川師範，今の教ҭ学部でも講演を
しています．それからଉ子たちを師範の付属小学ߍに学ばせています．だから横浜国大とは湛
山はԑがあった人なんですͶ．横浜高商とのԑはどうかというのを調べているんですけど，い
ずれ何か見つかるでしょう．
　次に戦後です．GHQ，General HeadRuartersの略ですが，敗戦とともに઎領軍がやってདྷて，
マッカーサーがそのトップでした．൴らはものす͝い権力を振るったんですͶ．ٽく子も໧る
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GHQと言われました．そこへ石橋湛山が吉田ໜ内ֳの大蔵大臣になって，GHQに立ち向かうん
です．GHQは日本の予算を使い์題，自分たちやその家଒のために使った．例えば生けՖの集
まりでのՖ代とか，お஡会の費用だとか，専用ΰルフ場のҡ持費だとか，日本の予算を使い์
題でした．それで，石橋蔵૬は઎領軍がශしい日本の予算を࿘費するのはけしからんと言って
どんどん࡟ったんです．
　GHQにࣃ向かう人など୭もいない．ڧいて言えばあとനऱ次郎ですが，୭も઎領軍には何も
言えなかった．ट૬の吉田ໜもGHQにはぐうの音も出ないくらい΃こ΃こしていたんです．
　そんな時代に，石橋湛山だけはGHQに対してࠎؾある行動を取ったので，GHQは非常に฀֒
して，翌年，公職追์，パージをしたんです．石橋湛山は戦前戦中，軍部に対して൷判的な言
論をଓけていたのにもかかわらず，ࠣ細な理༝，例えば大政ཌྷ賛会の会員だったとか，形式的
なことを取り上げて，追์した．湛山が公職追์されなかったら戦後の日本はどうなっていた
かというのは非常に面നいྺ史のifですͶ．
になっても，もう総理大臣をࣙめた後ですけれども，外ࡀのとこΖ，このࡀと79ࡀ後に75࠷　
ަ面で活༂します．まず日中関܎が非常にݫしいঢ়گ下にあったので，関܎改ળのために๚中
した．そしてໟ୔東や周Ըདྷやཱུগحに会って，日中国ަ回෮のॏ要さをૌえ．さらに日中米
ソ平和同ໍというものを，ྫྷ戦下ですから米ソ，米中の関܎は非常にѱかったんですけれども，
それを何とかଧ開しようと．平和同ໍをつくΖうじΌないかといって，中国のトップの人たち
からは賛同を得たんです．当時は中国へ行くというと「国଑」と言われた時代ですから，政治
家の๚中は容қではなかった．
　その後，ソ連へも行って日中米ソ平和同ໍを実ݱしようとします．中国は賛同してくれたか
ら次はソ連だとモスクϫへ行ったのですが，フルシチョフट૬がなかなか出てこない．݁局，
会えずに帰ってきたら，実はクーデターが起こっていて，間もなくフルシチョフは失٭するん
ですͶ．それで日中米ソ平和同ໍは実ݱしませんでした．
　実ݱしたら今のトランプさんではありませんが，ノーベル平和৆をもらったかもしれない．
それくらい大きなことを70ࡀをա͗てからやΖうとする，このؾ力ですͶ．若いこΖも大事で
すが，൩年になってそれだけのؾ力，行動力があるということは素੖らしいことで，օさんも
Be ambitious，大志をいつまでも大事にしてください．
　感心するのは，米中ソという௒֩大国の和平の஥をとりもとうというのではなくて，日本も
加わって平和同ໍをつくΖうという構想力．まだ日本はそんなに大国でもないわけですからͶ．
世界的な政治力，発言権も大してない時代に，日中米ソと言った，これはいかにも湛山らしい
スケールの大きさだなと思います．
　一つ，レジϡメに「亡くなって150年」とありますが，これは間ҧいで，亡くなってまだ50年
です．1973年に੦去．おととし，新ฉ，テレビが຅後50年ということで，いΖいΖと取り上げ
て話題になったんですͶ．
　次の「なぜ，石橋湛山か」．ࢲだけが言っているのではなくて，実は広く湛山人ؾが近年，੝
り上がっています．今，石橋湛山ありせば，ということが੝んに論じられている．その一つは，
国会の中で௒ౘ೿の議連ができて，石橋湛山研究会，今100人くらいの議員が時々集まって石橋
湛山のษڧをしています．࠷近で言うと，湛山論文の英༁を進めているリチャード・ダイクさ
んが話した時は40人くらい出੮していたと，この前，会ったら言っていましたけれども，そう
いうษڧ会ですͶ．国会議員たちがա去のट૬について集まってษڧしようなどという動きは，
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．は΄かにฉいたことがないですͶࢲ
　ա去の政治家の話をします．レジϡメに載せたのは『ே日新ฉ』が７年΄ど前に行った「ྺ
代ट૬で࠷も評価するのは୭か」というアンケートです．意外な݁果だったので͝紹介します
Ͷ．田中֯ӫが１൪なのはこれは分からなくはないですͶ．吉田ໜが２൪，３൪が小泉純一郎，
４൪に三木武෉で，何と石橋湛山が５൪目です．
　レジϡメにある数字，何か分かりますか．４ܻ，３ܻ，２ܻの数字が書いてあります．これ
はट૬としての在任日数です．ということは，湛山は෩अをこじらせて65日しかट૬をやって
ないんですよ．長ければ立೿なट૬かというと，そんなことはશくないということがこれでお
分かりになるかなと．長きがނにଚからずというのは，ट૬だけじΌないんですよͶ．政治家
શൠもそうだし，経営者もそうですよͶ．
　だから安ഒさんが在任日数が戦後のट૬として࠷長になったといって国૴にするというので，
๻はٙ問に思ったんですͶ．ނ人のことをとやかく言うのは何ですけど，長く総理大臣をやっ
たから国૴に値するというのは，間ҧっていると思います．ྺ史が後でূ明したらそれなりに
ீえばいいのであって，まだ亡くなって何十日かで，評価も定まらない人を国૴にするのは間
ҧいだと๻はࡶ誌のコラムで書いたんですけれども．
　そこに੕印がついていますͶ．੕印は何かというと，保ࡕ正康さんとന井૱さんという昭和
史の専門家たちが書いた『「戦後」の終ᖼ』という本が今年，出たんですけれども，そこではྺ
代ट૬の中でこの੕印のついた人たちはこてんͺんなんですͶ．۩体的に୭とは言いませんけ
れども「この人はट૬としてはC級のランクである」とかͶ．それからこれは実名でいうと「吉
田ໜは国଑者である」とまで２人は言っています．特に保ࡕさんはݫしいですͶ．安ഒさんも，
ट૬に値しないという評価をしています．
　それから先΄どの湛山議連ですが，石ഁ内ֳでは，石ഁさんと外務大臣のؠ尾ؽさん，総務
大臣の村上誠一郎さんとか，５人΄ど議連に入っている人がֳ྅にいたんですͶ．ですから本
当は石橋湛山に学んで，その人たちが湛山ฒみのؾ力，行動力を発شしたら，石ഁ内ֳももう
ちょっとやれることがあったと思うんですけれども，残念ながらౘ内抗争に負けてしまいまし
た．
　その中で，政治経済の劣化が日本は著しいと言われているので，湛山流に言えば，やるべき
ことはいっͺいあるんですよ．だから悲観ばかりする必要はないんですけれども，でも世の中
はどうも悲観がউっているようです．そういうࠞ໎の時代に湛山がいたらどう言うだΖうとい
うことを考えるうえで，ここから，湛山はどのようにして学んだかというお話をします．
　湛山はແྨのษڧ家でしたけれども，とにかく本をたくさんಡみました．それから講演もよ
くฉいています．東洋経済の中に経済۞ָ部という講演会のための組織があって産業人が会員
になっていたんです．ここでは毎ि，講演会をやっていたものですから，൴は΄΅毎回，講演
をฉいて，講師や会員と議論をした．講演をฉきっͺなしじΌないんですͶ．議論をすること
で，よりਂく学んだということです．
　自分中心の人は，自分ばかりしΌべって人の言うことはࣖをିさないですけれども，これは
学Ϳチャンスを自ら์غしているに等しい．人の言うことにࣖを܏け，質問を投げֻけて議論
を成立させていく，議論を生み出す．これはษڧするということの大事な要素ですͶ．大学の
講ٛもまさに講演をฉくのと同じです．
の学生時代は，先生方は話し終わるとͺっと帰られてしまったけれども，本当は「まだ10ࢲ　
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分あるから質問があったらしていいよ」という先生がたくさんおられたら，もっともっとษڧ
になったかなと，今にして思います．だから講演をฉくということは，本をಡΉこと以上にあ
る意味でॏ要です．
　あとはݱ場のॏ要性ですͶ．湛山は日本中をาき回った．講演に行ったついでもありました
が，֗を見たり，工場見学したり，地方の企業を๚Ͷて，そこの人たちと話をして情報を得ま
した．だからօさんもできたら大学の中で講ٛをฉくだけではなくて，ݱ場を౿Ήという機会
をつくってください．
　例えばですけれども，ビール会社の工場見学なんていうのは，いつでもやっています．工場
見学でビールはどうやって作るのか，作る上でどういう問題があるのか．神奈川でいえば藤୔
にϫインの工場があります．出かけて行ってϫインはどうやってৢ造するのかを学Ϳ．藤୔の
工場は༌入したブドウ果ोをৢ造するんですけれども，それでも発߬とはどういうものかを学
Ϳとか，生産性をどうやって上げているのかとか，原料果ो༌入と円安とか，いΖいΖな質問
ができますからͶ．あるいは電機工場を見せてもらう．１人で行くのが難しいと思ったら学部，
学科，θミの୯Ґで行ったっていいんですよ．ݱ場を౿Ήということは，ಡ書，講演と同じく
らいॏࢹしていました．
は本社で話をฉくのと同じݧ事上，શ国の工場を見せてもらう機会があって，その経࢓もࢲ　
くらい記Աに残っています．あるいは，地方へ行って೶場を見るのもษڧになるかもしれない．
会社も，人数しだいでは受け付けてくれるだΖうから，本社などで広報の人にいΖいΖ話をฉ
ければ，本をಡΉ以上にษڧになります．ということで，湛山はಡ書，講演，ݱ場の三つを同
じくらいの比ॏでやっていました．
　では湛山はどういう;うにಡ書したか．レジϡメにありますが，まずどこでಡんだかです．
湛山はѹ౗的に電ंの中でಡみました．ࢲが若いこΖのことですが，東ࣳの常務が湛山と同じ
倉にॅんでいて，「あんたのとこΖの石橋という人は」，総理大臣をࣙめた後だから石橋さんח
は有名人です．で，横ਢլઢで৐り合わせると，湛山はח倉で৐り込んだらすぐ座੮に座って
本をಡみ始めるというんですͶ．ちらちら見ていると，いつも東京にணくまで１回も目を上げ
ないと．ここまで集中できる人はগないですよ．
なんかしょっちΎう外をோめたり৐客を見౉したりしていますけれど，でも電ंの中ではࢲ　
は電ंでは座らないんでࢲ，も必ず本をಡみます．湛山より一つだけ自分を๙めるとすればࢲ
す．座らずに本をಡΉ．立ってಡΉということは非常に಄の働きにプラスだし，実際，೴生理
学者は大఍そう言っていますͶ．だから立って考える，立ってಡΉ．࠷近は企業でも会議を立っ
てやる，Ҝ子を置かない会議室というのがϙπϙπ出てきていますけど，これは会議をだらだ
らやらないためと，಄の活性化のためと྆方でしょう．
　఩学者とか音ָ家がࢄาしながら作ۂしたり，఩学の道をาいたりしているでしょう．あれ
は座って考えるよりも಄の働きにいいと，その人が感じたからそうしているわけですͶ．別に
学者に言われたからではない．ですから，立って何かを考える，立ってಡΉということは，参
考にしていただいてもいいんじΌないかなと思います．湛山は座ってಡんだ．それはそれでい
い．
　あとは，休日は໷に限りませんけど，ウイークデーは໷，家に帰って，いくら遅くなっても
必ず書ࡈに入って本をಡんでいます．10分でも20分でもいいと言っていますͶ．そうして毎日
ଓけることが大事だと．必ずश׳にしてしまえと．
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　๻はそれで思ったのは，օさんの中でேಡをやった人がたくさんおられるでしょう．学ߍで
ேಡやったことがない人はいますか．あまりいないですよͶ．小中学ߍは８割くらいேಡをやっ
ていますͶ．大఍10分間．月༵から金༵まで毎日，ே10分間ಡ書することによってಡ書श׳を
つけようということもあって始まったんです．ただし高ߍになると，４割くらいに下がってし
まうんですけども，ேಡは非常にいいश׳なので，もしやった人が多かったらそれを思い出し
ていただいて，ேಡでなくてもいいから毎日ちょっとずつでもಡΉश׳というのを実行される
といいと思います．本をಡΉということはษڧの基本の一つですから，ぜͻಡ書श׳をつくっ
てください．
　湛山は日記を毎日つけていました．これもいいश׳ですͶ．๻は十数年間の湛山の日記をಡ
んでいますけど，その中に１回だけ帰りの横ਢլઢで຾くなって本をಡみながら৸てしまい，
がついたら横ਢլӺで，もう上りの電ंがないので，しようがないのでӺ前のཱྀؗにധまっؾ
て翌ே帰ってདྷたというのがありました．湛山といえどもそんなことがあったのかなというこ
とで，΄っとしますけれども．
　それから，ಡみ方としては，同時進行でಡんでいると書いています．一つの本をಡみ終えな
ければ次の本へ行かないというಡみ方じΌないんですよ．一つの本を途中までಡんで，またB
の本を10ページಡんでCの本をಡΉ．それでಡみかけの本が５࡭も10࡭もあるというঢ়態でಡ
みଓける．
　湛山のಡ書記࿥を๻は整理してみたんですけど，それによると，ある経済学の原書なんかは，
５年もかけてಡんだりしている．それでも構わないんですよ．何も自分でݫしく律してಡΉ必
要はない．どうやったらよくಡめるか，どうやったら಄の中に入るか，生かせるかということ
を考えながらಡΉんだから，ಡみ方は自༝でいいんですよ．օさんも，この本をಡみ終わって
いないから次の本へいけないなどと思わず，途中でも次の本へԕྀなく行ってください．
　それは実はಡ書だけでなく，ษڧの方法でも言えるんですͶ．これは湛山とは関܎ないです
けど，࠷近ಡんだ本で，アメリカの心理学者が，一つのことを何時間もଓけている人と，いΖ
いΖなことを細切れでやっている，英語ではshu⒐eとありましたけれど，いΖいΖなことをト
ランプをshu⒐eするように，このテーマは30分，このテーマは10分，このテーマは20分という
;うに細切れに取り組んでいくのがいいと．本をಡΉ場合だけではなく，考える場合にも言え
ることだというんですよ．
　これはつまり，ランダムϫークですͶ．その΄うがޮ཰が高いというデータがあるという学
説を知って，๻は，あ，これはಡ書にも，と．その学説にはಡ書のことは書いてなくて，作業
とかϫークという言༿が使われていましたけど，օさんも参考にされたらいいと思います．一
つのテーマを家で２時間も３時間もଓけてやるとޮ཰が下がってしまうけども，細切れでやっ
ていくとޮ཰が上がるということですͶ．
　今，ランダムಡ書と言いましたけど，ずっとଓけるのはブロック作業と言うのだそうです．
մとして長時間やってしまうのはよくないらしい．օさんも，ちょっと຾くなってきたな，ޮ
཰がམちてきたなと思ったら，ͺっとテーマ，本を変える．これを参考にしてください．湛山
のಡ書術はそれをやっていたんだということを，今にして思うわけですͶ．
　それでは，湛山は何をಡんだか．経済関܎はレジϡメに書いてあるような，MillとかSmithと
かKeynesとか，΄とんど原書でಡみました．当時はまだ༁されていない経済書が多かったし，
༁そのものが不十分で，੿劣な༁本が多かったようです．意味が不明な༁本もগなからずあっ
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たと湛山は書いています．だからそういう意味で原書をಡんだんですͶ．われわれは今，そん
なۤ࿑はありませんけれども．
　それから఩学もಡんだ．文学関܎，政治関܎いΖいΖಡんでいます．科学関܎もಡんでいる．
Einsteinなんかもಡんでいます．そこに『ޗഐはೣである』がありますけど，湛山は『ޗഐは
ೣである』を何と50代になってからಡんでいるんですͶ．その上，この本を何と25日かかって
ಡんでいる．だから途中で何度もͿつ切りにしているんですよ．さっきのランダムಡ書に入っ
ているわけです．それでも構わない．もちΖん文学作品などは一ؾにಡΉことで感興が高まる
ことは十分にありえます．もちΖんそれはそれで大事です．だけれども，必ずしも自分をその
ようにറり付ける必要はないですͶ．いΖいΖなಡみ方があって当વだとࢲは思います．
　ೣについては，湛山はよかったと書いてある．でも，湛山はつまらない本はつまらない．こ
んなྨいの本をಡんで損したみたいなことを日記に書いています．そして൴は途中でしょっ
ちΎうやめています．せっかくങったけれどつまらないからಡΉのをやめたというのがいっͺ
い日記に出てきます．օさんもこの本が自分の役に立たないと思ったり，つまらなかったらや
めればいいです．せっかくങったんだからಡもう．付き合わなくては著者に申し༁ないなんて
思う必要はないですͶ．時間がもったいない．
　湛山はそういうことで，『源ࢯ物語』はつまらんと書いています．平安の貴଒たちの৭࿀ࠫଡ
を書いているだけの本であるという．੉ށ内ऐௌさんがฉいたら฀֒するかもしれないけれど
も，それは人さま͟まですからͶ．
　では１年間でどのようなಡみ方をしているか，1925年で見てみましょう．湛山は経済学が基
本でしたけれども『決算報告の見方』なんていう本もಡんでいます．実際には決算報告をもと
に会社記事を書いたことはないけれども，でも経済の࢓事をしている以上，決算報告くらいは
見方を知っておかないといけないし，経営者としても必要なことですよͶ．
　いずれにしても1925年には洋書が12࡭で，月に１࡭．それから1916年は和書が11࡭，洋書が
．洋書の΄うが多かったんですͶ，࡭21
　もう一つだけ，一例として日記から，1939年３月２日とありますͶ．この日はே５時に広島
にணいて，னと໷と２回講演をしています．そして24時までԅ੮があり，॓に帰ってからಡ書
をしている．普通だったらԅ会をして॓に12時ա͗に帰ったら，もう本なんかಡみませんよͶ．
ञҿんでいるんだから．湛山はおञが大޷きでしたからͶ．「॓でಡ書গ々」と言っていますけ
ど，翌日のंؿの移動の中でまたಡ書，ಡ書と二度，出てきます．地方に行くときは２，３࡭持っ
ていってಡんでいました．
　ಡ書のまとめに入ります．「ࢲのಡ書術」という小さな論文があって，そこからҾきൈいてみ
ました．まず，ࢲはいい本を選Ϳようにした．ཚಡをしない．ങって積み上げておくのではな
くて，いい本を選びに選んでങい求め，ಡんだ．そういうಡ書の࢓方．୮念にಡんでいる．
　２൪目は，たΏまずಡみଓけたとありますͶ．３൪目，「ਖも積もれば山となる」はಡ書に
ͽったりだと．毎日ಡΉといっても，それはわずかな量しかಡめない．それでもそれを毎日，
毎日やっていけば，ਖのようなಡ書でも山になると．
　次に，「学問は何でもそうだが，৞の上のਫ࿅」ではものにならない，つまり実際に確かめ，
役に立たせることが大事だと．役に立たせない限りは৞の上でӭいでいるようなものだと言っ
ています．だからಡんで終わりではなく，ಡんだことで何か自分を豊かにしていく，あるいは
自分の行動に生かすことが大事だと．それがಡ書の持っている意味であると．そうですよͶ．
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小説だって情感を豊かにするとか，発想を豊かにするとかいΖいΖな持ち味があります．です
からどんな分野でもそういうことがいえるかなと．実際に当てはめ，自己の思考力を뱌する
というか，そういうことが大事だと書いてあります．自己の力を܇࿅するとも．
後に，学問を応用する．だから応用できない学問，ಡ書というのはあまり役に立たないと࠷　
言っている．ҩ学書をಡんだだけではҩ者はප人を治せないと，至言ですよͶ．ですからօさ
んもಡ書にあたってはそれをどう生かせるかを常に問いながらಡ書された΄うがޮ཰がいいと
思います．
　その次のಡ書のまとめですが，これはࢲのݸ人的なものなので，湛山が言っているわけでは
ありません．５つ書きました．一つ，「ࢲは本でҭった」と言えるようなಡ書がいい．福原ٛय़
さんというのは資生ಊの元の会長で，ࢲはお付き合いが長かったんですけど，産業界で一൪と
いうレベルのಡ書家で，素੖らしい教ཆ人でした．経営者としても素੖らしかったですが，「ࢲ
はಡ書でҭった」と．ࢲという者はࢲがಡんできたものそのものであると．ここまで言えれば
立೿なものですͶ．
　次に「著者との対話」，これが非常に大事だと思うのは，本をಡんで，自分の中にしまい込Ή，
஝えるというのがಡ書だと思っていたら，それはもったいないことで，著者との対話をしてい
るつもりでಡんだ΄うがいいと๻は思ってಡんでいます．そのために，書き込みがものす͝く
多い．付ᝦだらけです．家଒からは「お෕さんの本は古本屋に持っていってもചれないͶ」と
言われますが，確かに書き込みが多す͗ますからͶ．ここは大事だという๣ઢだけでなく，お
かしい，なぜだΖう，本当かとか，୭かがこう言っていたͧというのを，cf（コンファー）と
してメモしておくとか，そういう書き込みがたくさんあります．湛山の書ݿは本の山ですが，
湛山の本も書き込みが多いです．つまりಡ書は一方通行の行為ではなくて，૒方向だと．そう
いう役割をಡ書は持っているという;うに考えると，ಡ書がもっと意味を持ってくる．
　３と４は，ಡ書はཱྀだ，ಡ書はஷ金ശと書きました．説明は省きます．５൪目は，ಡ書は
実ફと݁び付くことで意味を持つ，pragmaticな行為であるということ．湛山はデϡーイの
pragmatismをษڧしたと言いましたが，まさにಡ書もデϡーイに言わせれば，どれだけ実ફ
的で役に立ったか，それであって初めてಡ書という行動は意味をなすと．これはデϡーイの
pragmatismそのものですͶ．だから湛山は大学でษڧしたことをब職してまさに実ફしていた
と考えられます．
　ということで次に湛山は何をしたかということを؆୯に見ていきます．湛山はジャーナリス
トの࢓事にबきますが，࠷初は思想文化のࡶ誌に所属したので，経済や経営のことは΄とんど
何も知らなかった．だから『東洋経済新報』という経済誌の編集部に移ってから，初めて経済
の本をಡみ始めたんですͶ．だからそれは30ࡀになってからのことです．ษڧを始めるのが遅
くてまずいということはありません．
　その中から座標軸を൴はつくっていきます．人間にとって座標軸というのは大事なんですͶ．
఩学も一つの座標軸です．それからफ教，फ教も座標軸たりうる．Ωリスト教的な考え方，さっ
きのクラーク博士のBoys, be ambitious，その他もफ教とີ接につながった発言ですͶ．例えば
「石もてଧて」「自分の๹をଧて」とか，そういうエピソードがΩリスト教にはありますよͶ．
湛山は੟書もಡんだ．੟࿏加ප院に入院した時はປ元に੟書があったくらいです．湛山は日࿇
फの高ૐのଉ子で，日࿇फも大事なபになっています．日࿇の言༿，「日本のபとなり，؟目と
なり，大ધとなる」，そのようにして世をٹうのだという志を湛山は持ちଓけます．もちΖんफ
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教もいΖいΖですけどͶ．
　あと，Ϳれないという意味では，ݸ人主ٛ，自༝主ٛ，平和主ٛ，ຽ主主ٛ．湛山はこの四
つを基本軸にਾえたような人生を送っています．その中で，自༝主ٛだけちょっとだけ考えて
みましょう．自༝主ٛというのは，もちΖん自༝์任で޷きউ手にやるということではありま
せん．
　自༝主ٛというのは，まず一つは他人に干বしない．他人からも干বされない，ࢧ配されな
い．他人に学Ϳことはあるけれども干বはされない．自分の考えていることは，自分が正しい
と思ったら大事にしていけばいいというのが自༝主ٛです．だからຽ主主ٛともちょっとҧう．
関わり合っているとこΖはあるんですけどͶ．自༝主ٛというのは，ݸ人というものが確立さ
れるという;うに言ってもいい．しっかりした自分を律するݸがあって，その上に立って行動
するというのが自༝主ٛです．湛山はまさにそれを大事にしました．
　それから自༝主ٛといえばリベラリズムですͶ．今の政治を見ていると，リベラルというの
は何か左寄りの立場という;うに考える人もいるでしょう．保कとリベラルという;うに対立
した概念として．でも๻はそれはҧうと思います．保कでリベラル，という立場は当વあるん
ですͶ．湛山がまさにそれだったんです．自ຽౘにも保कでリベラルの人はいます．
　リベラルというのは，人に׮容であるということでもあります．人の意見をしっかりฉく．
例えばSNSで今，自分の意見と同じことしかಡみたくない人っていっͺいいるでしょう．そう
いう人はࢲからするとあまりリベラルとはいえないんです．リベラルというのは人の言うこと
もよくฉいて，人から何かを学΅うとする，それがリベラル．人の言うことに対してશ面否定
しないで，そこから何かいいことをくみ取Ζうとするのも，リベラルなんですͶ．
　だからSNSの世界とは真ٯに近い．よく立ݑຽ主ౘはリベラルだというけれど，立ݑຽ主ౘ
だってリベラルじΌない議員はいるはずなんですよ．リベラルは人間の在り方を言っているん
です．リベラルをͻと言で言えといえば׮容です．
容というこ׮近は，石ഁさんも࠷．容というのは，今，失われつつある言༿の一つですͶ׮　
とを੝んに言っていて，ୀ任の時も׮容を言いましたͶ．൴はやや例外的な政治家かもしれ
ない．湛山議連にいるんだからまあそうでしょう．いずれにしてもそういうことで，自༝主ٛ
というのは非常に大事な概念です．自༝์任主ٛとか新自༝主ٛというのとだいͿҧいます．
ちょっとษڧされれば新自༝主ٛで言っている経済政ࡦというのは，リベラルとは基本的にԑ
がないことを主ுしているなと思われるはずです．
　さて，２൪ですが，湛山が政治家として何を言い，どう行動したかです．まず「経世済ຽ」，
世を治めຽをٹう．経世済ຽなんて今の政治家は΄どんど言いませんけども，湛山の政治はま
さにこれを目指していました．世のため人のためと言い換えてもいいかもしれない．２൪目は
ここで日࿇です．日࿇は世の中をྑくするためにがんばって，島流しにૺったりしていますけ
ども，その信念を湛山は学Ϳ．何度も日࿇の言༿を言っています．これは後Ζの参考資料の７
൪ですから後で見てください．
　次に「ϙピϡリズムからԕく」，ϙピϡリズムというのは，国ຽの人ؾ取りみたいな行動，࢟
勢のことです．ӈཌྷϙピϡリズムとよく言うけれども，今Ϥーロッパではこれがまん延してい
ますͶ．でもこれは人ؾ取りで，政権をѲΖうとするためのϙピϡリズムなんですよ．とこΖ
が湛山は総理大臣として࠷初の言༿として，「五つの੤い」の中で，「ࢲは人ؾ取りはしない．
օさんがݏと思うことでも言ったりやったりするから，そのつもりでいて΄しい」と言ってい

542



11なぜ今，石橋湛山か─不世出のジャーナリスト，政治家はいかに学び，いかに行動したか─（浅野　純次）（ ） （ ）

る．総理大臣になってこんなことを言った人は΄かに୭もいませんͶ．
　でも今はそんなことではථが取れないといって，国ຽのօさんのݏがることはしません，օ
さんのݏがることは言いません，となってしまっている．国ຽのօさんがتͿことだけをする．
だから，税金はどんどん減らしていきます，څ付金もどんどん差し上げます，とか，国ຽのت
びそうなことばかり༩野ౘ問わず考える．そんなことばかりしていたら国の財政はഁ୼するだ
Ζうという੠は政界からはあまりฉこえてこないですよͶ．これも一種のϙピϡリズムです．
　だから参政ౘがϙピϡリズムだと言われますけど，参政ౘに限らない．そういう政治は݁構
多いです．湛山はまさにその真ٯをやΖうとしていた．でも当時はそれで人ؾが高まったんで
すͶ．不思議ですͶ．ੲ，年配の学者からฉいた話ですが，湛山がट૬になったこΖはまだテ
レビはないので，みんなニϡースөըを見にөըؗに行っていたんですが，その学者がөըؗ
に行ったら湛山が出てདྷてそういうようなことを言ったと．そしたら，場内がわっとসいとഥ
手で੝り上がったっていうんです．そういう時代もあったんですͶ．
　国ຽのݏがること，൓対するかもしれないことでも日本のະདྷのためにやるかもしれない．
そんな߶直な政治家がやっͺり必要なんですよ．ݏがられることばかりやる政治はແ理ですが，
でもݏがられるけれど，後々تんでもらえるということはもちΖんؚ意としてあります．湛山
だって国ຽのためにやΖうとしていたわけですから．
　それから࠷後，「ステーπマン」．ステーπマンのうしΖの英文はOED，英々ࣙ書からのもの
です．とにかくステーπマンといえば，おカネとか名誉欲とか権力欲のための政治家ではない
政治家ですͶ．ࢼしに広ࣙԓをҾいてみたら，ステーπマンはただ「政治家」とありました．
広ࣙԓにしてはちょっとऐしい紹介じΌないでしょうか．政治家の中にもϙリティシャンとス
テーπマンがいる，二通りあるという;うに考えないといけないと思いますͶ．
　「思想家」のとこΖは省略します．ಡんでください．それで次は「経営者として」．今日は経
済，経営を学んでおられる方が多いと思うので，４൪目「経営者として」に行きます．湛山は
「二଍の૲᯷」をཤいたんですͶ．20年もཤきଓけた．二଍の૲᯷というのは今，通じないよう
なら，プレイングマネジャーと言えばいいでしょう．４൪サードで監ಜをやっているような立
場ですͶ．プレイングマネジャーを20年もやった．これは大変なことですよ．記者，編集者だ
けでもあれだけ書きまくった．１年間に何十本もの論文，ある年は53本もです．そのくらいラ
イター兼エディターとして࢓事しながら社長をଓけたわけです．そんなことは普通できません．
どちらかがおΖそかになる．湛山も社長業の΄うは時々おΖそかになったかと൓省しています
けれど，立೿にやり਱げた．そういう意味では௝しいケースであると．
　それから２൪目．同じ流れですけど軍部にѹഭされました．ट૬の東条英機が東洋経済はけ
しからんࡶ誌だからつͿせと，ܯ保局長だったொ村金五に命じています．ொ村金五は戦後，๺
ւ道知事になって，東ᑍにそう言われたということをड़ջしているから間ҧいない話です．で
もொ村はࠎؾある人だったから，東条の言うことをはいはいと言いながらແࢹしてくれたので
助かりました．東洋経済にとっては命のԸ人みたいな人ですけど，とにかく軍部には目のఢに
された．発ېもあったし，毎日のように஫意される．こんな記事はけしからんとͶちͶちやら
れる．そういう綱౉りでࡶ誌を戦前，戦中，出しଓけたというのは，ࢲが言うのもなんですが，
立೿ということでしょう．経営者としても大したものだったと思います．
　なぜ軍部に抗して経営がやれたかというと，それはそれだけの学びがあって，軍部が何と言
おうと正しいことを書いているという確信があったから．そこで信念もできた．戦時中，社内
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からも湛山がいると東洋経済はつͿされてしまう，なので湛山にࣙめてもらおうという੠が出
て，何人かの幹部社員が動き始めたんですͶ．その時，湛山は社員に向かって何と言ったか．
東洋経済には，先ഐたちが築いてきた主ٛ主ுがある．その主ٛ主ுを基ૅにࡶ誌を出すこと
こそॏ要であって，軍部のお先๮を担ぐようなࡶ誌を出して何の意味があるんだと．そんなこ
とをするくらいなら会社を৞んで，会社は日本橋の日本ۜ行のすぐ๺ଆにあったんですが，ച
り෷ってそのおカネは社員みんなに配って自രしようと言ったら，΄とんどの社員が湛山の言
うのはもっともだと言って，湛山をഉੱした社員がࣙめ͟るをえなかった．それで会社は生き
残ったんですͶ．
　そのくらい経営者としてもࠎのある立೿な経営をしました．だから，経営者というのは先を
見る目があり，ࠎؾがあるということがઈ対条݅ですͶ．言うことがこΖこΖ変わるような経
営者は部下はついていかないです．経営者だけじΌないですよ．中ݎ幹部にしても，うちの部
長はこΖこΖ変わるというような，そんな幹部の言うことを部下はฉいてくれないです．もち
Ζんしっかりษڧしてない課長や部長，経ݧの଍りない管理職の言うことに，部下はついてき
てくれません．
　ですから，中ݎの幹部だってもちΖんリーダーですからͶ．だからリーダーは責任もあるけ
れど，それだけの力量というか見識，それに人間的なັ力が求められるというのは，湛山から
もいえることだと感じています．
　それから「人間・石橋湛山」．レジϡメにはいΖいΖ書きましたけど，一つだけ言うとすれ
ば，「ঁ性の権利と学びへ向けて౒力する」．これは湛山の非常に大事な素質の一つで，男ঁ同
権というか，ঁ性がもっともっとؤுらなければ世の中，ྑくならないというڧい思いがあっ
て，戦前，「්人経済会」というのを්人運動の指ಋ者たちと立ち上げました．市川๪枝さんた
ちがやってདྷて，්人運動の指ಋ者たちももっとษڧをしたいといった時に，東洋経済は場所
と講師を提供して，戦前から戦中にかけてษڧ会を催しました．山高しげりとかԞΉめおとか
名前をฉいた方があるかもしれない．主්連とか地්連とかですͶ，戦後，大いに活༂した人
たちです．
　൴ঁたちが当時一൪やΖうとしたのは何か分かりますか．්人参政権運動です．戦前はঁ性
は投ථする権利がなかったんですよ．そのくらい日本という国は，戦前はͻどかったんです．
൴ঁたちは何とか්人の地Ґを向上させたいというので，一生ݒ命ษڧしようと，東洋経済，
石橋湛山に頼ってきたら，湛山は一も二もなく協力した．働く්人というものを൴は非常に評
価していましたから．
　専業主්ももちΖん大事です．湛山のᇍさんは専業主්でしたけれど，݁ࠗするまでは学ߍ
の先生をやっていました．いずれにしΖঁ性が働くということは非常に大事だと．්人の権利
と地Ґ向上というのは，湛山にとっては極めてॏ要なテーマだったんですͶ．だから今日会場
におられるঁ性の方々も，石橋湛山に興味を持っていただいて൴のঁ性論などಡんでいただけ
たらと思います．
　ということで，「石橋湛山から学Ϳこと」も６に書きましたが，ここでは３の「׮容のਫ਼神」
についてもう一度，৮れておきます．૬手の立場に立つ．異なる意見にࣖを܏ける．それから
リベラルです．それで一つだけ思い出話をしておきます．「೜଱と׮容」ですけれども，これは
ですよ，๻が大学２年の時に，経済学部長だったࠇ୔清さん，͝存じですか．会計学の，立೿
な先生でしたͶ．๻も会計学で޾い優をもらえたので，大޷きな先生です	স
．
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　そのࠇ୔清先生が学長になった時，๻は大学新ฉにいたので，インタビϡーに行ったんです
Ͷ，先ഐと．それで学生たちに༩える言༿をおئいしたら，ࠇ୔先生がڍげられたのが「೜଱
と׮容」でした．๻たちはそれを新ฉのトップに，大きな文字で「೜଱と׮容」と載せたんで
すͶ．新学長が語る．す͝い大事なことです．こんな立೿な先生はそうそういませんͶ．
　๻はそれ以དྷ，ずっと「೜଱と׮容」，๨れたことはないつもりでしたけれど，十分に೜଱と
୔先生のこの言༿を覚ࠇ容で通せたかどうか，൓省も多いですけどͶ．օさんもよかったら׮
えていただいて，何かの時に，ෲが立ってౖ໐りそうになったら我ຫする．部下に何か投げつ
けたりしないですΉといいですͶ．׮容というのは人の言うことをฉくということが基本です
からͶ．૬手の立場に立つということが基本．
　だから২ຽ地主ٛはだめだと湛山は言って戦前から「小日本主ٛ」を主ுしたわけですが，
そこでは，例えば中国人にとっては日本が満भシナを২ຽ地としଓけることは，ઈ対に許せな
いことで，ఇ国主ٛ，২ຽ地主ٛは長ଓきするはずがないと湛山は考えた．中国人の立場から
して，そんなありがたくない話はないですよͶ．日本軍がདྷて中国の人々を᪛᪷して収奪して，
そんなことが長ଓきするはずがないと湛山はษڧしながら考えたんです．૬手の立場に立てば
২ຽ地主ٛは成り立ちえない，ということですͶ．
　当時そんなこと言う人は΄とんどいなかった．大正デモクラシーの推進者たちでさえそんな
ことは言っていない．൴らの多くは国内におけるデモクラシーはڧく主ுしたけれど，日中関
では২ຽ地主ٛを൷判してはいない．そのくらいগ数意見だったんですͶ．গ数意見でも言܎
うべきことは言う，軍部൷判になら͵よう，うまくオブラートをかͿせてですͶ．そういう意
味で，೜଱と׮容は大事です．
です．「何のために生きるか」「どう生きるか」，これをレジϡメに書「人的まとめݸ」後に࠷　
きましたので，そこを見て͝質問があったら言ってください．
　それから࠷後の５ページ目ですが，「主な関連書」とあります．湛山関連本はࢲの家にあるだ
けでも50࡭以上になります．そのくらい湛山はັ力ある人なので，いΖいΖな人が湛山につい
て書きたがるわけです．自分なりにษڧしてですͶ．そのくらい多様な切り口をもった人なん
です．だからօさんももしよかったら，湛山について書かれた本をਤ書ؗなりどこかでआりて
でもいいからおಡみになるといいかなと思います．
　取りあえずそのうちから７ڍ࡭げました．このうち１࡭だけڍげΖといえば，一൪下の田中
秀੐さんの本で，これが一൪新しい本です．湛山をドラマチックに書いた本としては，൒藤一
利さんの『戦う石橋湛山』．これは文ݿ本になっています．൒藤さんらしい݂෸き೑༂るような
展開で，もちΖんファクトに基づいて書いていますけど，湛山が਎近に感じられる本です．湛
山の言っていること自体を直接ಡみたい人には，দ尾さんの解説が付いた『石橋湛山評論集』
ですͶ．׽字も古いしちょっとಡみにくいですけど，これは原点です．ڧいて言えばこの三種
三様をおનめします．
　それから࠷後に「ࢲのおקめ本」があります．ಡ書のॏ要性をड़べてきて，では，おまえは
を取りあえずおનめしたいと思って書きま࡭近の本で何をનめるんだと言われたら，この４࠷
した．ジャンルをそれͧれ変えてあります．河野ཾ太郎さんの『日本経済の֯ࢮ』は経済学の
基本を౿まえた，とてもࢗ激的な素੖らしい本です．河野さんは経済学部を87年に卒業された，
日本を代表するエコノミストです．
　経営関連の書としては，『なぜハーバードはދ屋に学Ϳのか』ですͶ．とても面നい本なので，
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よかったらおಡみください．ハーバードの教授や学生が日本にདྷて，日本の経営をいΖいΖ実
地研मし，経営者にインタビϡーしたりしたものの中から，面നいケーススタディが取り上げ
られていて，その中の一つが࿝ฮのދ屋なんですͶ．日本を๙めす͗ているかもしれないので
すが，日本人がؾがつかないࢹ点が書かれているので，参考になります．
　それから人間がいかにあるべきかという点では，目の見えなくなったおҩ者さんの話である
『目の見えないਫ਼神科ҩが見えなくなって分かったこと』も，ؾづかされることが多くとても感
動しました．『となりのӄ๳論』はݱ代社会を理解するにઈ޷の本です．ࢲが書いたこの４࡭の
書評のコピーを，二神先生はじめ諸先生方にお౉ししてあるので，ಡみたい方はお申し出くだ
さい．ということで，時間がオーバーしてすみません．ありがとう͟͝いました．

＜司会＞　浅野さまどうもありがとう͟͝いました．それでは質問がある方はどうͧڍ手をお
．いいたします．いかがでしょうか．質問のある方ئ
＜学生１＞　͝講演をありがとう͟͝います．石橋湛山はट૬の在任期間が65日というお話
だったと思うんですけど，アンケートで，65日間にもかかわらず５Ґにつけたという人ؾ度と
その影響力がうかがえるんですけど，もし湛山が戦後のट૬の平ۉ日数くらい在任期間があっ
たとしたら，今の日本にどのくらい影響を༩えていたのかなということでお考えが知りたいで
す．
＜浅野＞　湛山がट૬を長くやっていたらやりたかっただΖうことは，まず日本経済をさらな
る高みへҾき上げるための政ࡦ౒力ですͶ．湛山は経済政ࡦには一家言も二家言も持っていま
したから，後ܧの؛内ֳとはまるでҧった政ࡦを進めたでしょう．
　一つ例をڍげると，戦後ものす͝いインフレになったんですͶ．昭和21年から23年͝Ζにか
けて．その時に，社会ౘをはじめとした国会議員の多くは，インフレにはデフレ政ࡦだと主ு
したんです．日ۜが金融をҾき締める，つまり金利を上げたり，マネーフローを減らしたりで
すͶ．
　とこΖが湛山は，そんなデフレ政ࡦではインフレは止まらないと言うんですͶ．石୸の生産
が戦前は５ઍສトンあったのに，戦後は２ઍສトンにまで減っていたんです．４割に減ってい
た．だから発電も十分できなかった．それで工場も動かない．しょっちΎう家ఉもఀ電する，
というঢ়گだったので，湛山は石୸૿産一点集中主ٛで，蔵૬として石୸産業にどんどんおカ
ネをつ͗込んだんですͶ．もちΖん൷判はものす͝くありました．とこΖが，おカネが५୔に
なった୸߭主たちは，そのおカネを生産ઃඋにつ͗込んだり，࿑働者の௞金や福祉に回したり
したんです．௞金が上がってきたものだから，࿑働供څも૿え，࿑働者はتんで働いた．生産
が΅ん΅ん૿えて，あっという間に石୸生産量が戦前ਫ準に໭って，発電量が૿えて生産量が
૿えて供څが૿えたからインフレが見る間に収束していったんです．
　湛山はインフレーショニストとその時言われたんですけどͶ．でも湛山の言うとおりの政ࡦ
で，日本は立ち直ったというݱ実がありました．湛山の経済理論はے金入りでしたから，൴が
ट૬を長くやっていたら日本の経済はさらにྑくなったと思います．
　もう一つ，൴は教ҭを非常にॏࢹしていたので，ट૬をもうগし務めていたら教ҭ予算を，
今はどんどん減らしていますけど，૿やして教ҭを充実させたと思うんですよ．そうすればさ
らにいい人材がҭって，日本の産業あるいは経済，社会がྑくなったと思うんですͶ．それが
２点目です．
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　３点目は，外ަがまるで変わったと思うんですͶ，ifで言うと．湛山は特にアジアをॏࢹす
ると言っていました．とこΖがそれ以前もそれ以後も，アメリカばかりؾにしていたट૬がଓ
きましたから，アメリカから自立ができなかった．湛山はそれを真っ向から否定して，アメリ
カは大事な国だけれど，言うべきことは言うと．アメリカが理に合わないことを言うならڋ否
すると．今のトランプさんの政ࡦなど，石橋湛山は真っ向からやり合ったと思うんですͶ．石
ഁさんがそのลをもうちょっとうまくやればよかったかなと思うんですけど，いずれにしても
湛山は日本外ަを変えたと思うんです．
　湛山ୀਞで生まれた؛信介政権，؛はアメリカॏࢹで，日米安保改定を進めたわけです．レ
ジϡメにあるように，国会のຽ主化も湛山はڧく主ுしていますけれど，ٯに؛は安保改定で
国会のຽ主化と真ٯのことをしたわけですからͶ．もし湛山がଓけてट૬をやっていたら，あ
のような安保騒動もなくて，そして産業も教ҭも文化も活発になって，そしてアジアとも༑޷
的関܎を築き，中国との国ަ回෮も田中֯ӫ内ֳまで଴たずに実ݱしたかもしれない．という
ことで，まるで世界はҧっていたように思うんですͶ．そんなことでお౴えになったでしょう
か．
＜司会＞　まだまだお࢕いしたかったことはたくさんあるんですけれども，お時間になってし
まいましたのでここまでといたします．それでは࠷後に，今日の貴ॏな͝講演に対しまして，
੝大なഥ手をおئいしたします．どうもありがとう͟͝いました．（終ྃ）

ʤあさの　じΎんじ　石橋湛山記念財ஂ評議員，෋ٰ経済研究会会長，東洋経済新報社元社長ʥ
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Ϩδϡϝ

なぜ今，石橋湛山か
──不世出のジャーナリスト，政治家はいかに学び，いかに行動したか──

2025年10月22日　第45回横浜経営学会講演会

石橋湛山記念財ஂ評議員　浅　野　純　次

ੴڮ୷ࢁͷੜ֔
　明治17（1884）　　　੩岡ݝに生まる．෕・ਿ田湛੤は日࿇फの高ૐ．2034年が生஀150年
　明治28（1895）11ࡀ，山སݝ立چ制第一中学（ߕ・ݱ府一高）に入学，２回留年
　明治35（1902）18５，ࡀ年次にࡳຈ೶学ߍから大島正健ߍ長がண任，卒業．Ұߴडݧʹࣦഊ
　明治36（1903）19ࡀ，Ұߴडݧʹ̎౓໨ͷࣦഊɼ͖͋ΒΊͯ（ ）ૣେ（༧Պ）จֶ෦ೖֶ
　明治37（1904）20ࡀ，఩学科に進Ή，田中Ԧಊに師事し+. Deweyのpragmatismを学Ϳ
　明治44（1911）27ࡀ，東洋経済新報社入社，『東洋時論』『東洋経済新報』で記者活動
　大正13（1924）40ࡀ，三Ӝᭋ太郎の後を受け第５代主幹となる，ח倉ொ議に当選（１期）
　大正13（1924）　　　ԣ඿޻ߴ（ݱ・ཧֶ޻෦）͔ΒࢣߨΛҕୗ͞ΕɼֶࡁܦΛٛߨ（ʙ1927）
　昭和４（1929）45ࡀ，高橋ُ吉らと「新平価金解ې」の論ਞをுる（金解ې論争）
　昭和19（1944）60ࡀ，次男和඙戦ࢮ，大蔵省内のษڧ会で戦後研究を進める
　昭和21（1946）62ࡀ，吉田ໜ内ֳで蔵૬，໺์ਤͳ(H2༧ࢉʹԲ͢Δ͜ͱͳ͘௚ݴ
　昭和22（1947）63ࡀ，ऺ議院議員（ʙ1963），(H2ʹૄ·Εཧෆਚͳެ৬௥์（４年間）
　昭和27（1952）68ࡀ，ౘ運営に直言をଓけࣗ༝ౘআ໊，立正大学学長にब任（ʙ1968）
　昭和29（1954）70ࡀ，ോ山一郎内ֳで通産૬
　昭和31（1956）72ࡀ，自ຽౘ総ࡋ選で決選投ථの末に؛信介をഁり12月ੴڮ಺ֳ発଍
　昭和32（1957）73ࡀ，石橋人ؾの中，શ国༡説，ഏԌとなり２月ट૬ࣙ任（ट૬在任65日）
　昭和34（1959）75ࡀ，๚中し周Ըདྷと会ஊし共同੠明，「日中米ソ平和同ໍ」を提起
　昭和38（1963）79࠶，ࡀͼ๚த͠ໟ୔౦ɼपԸདྷɼཱུগحͱձ見ɼňฏ࿨ಉໍŉ ͰಉҙΛಘΔ
　昭和39（1964）80ࡀ，೔தถιฏ࿨ಉໍͷͨΊ๚ιするがフルシチョフ失٭で目的を果たせず
　昭和48（1973）੦去，ڗ年88，2023年が຅後50年

ͳͥࠓɼੴڮ୷͔ࢁ（湛山ブームの様૬）
ਓ ؾ੓࣏Ոアϯέート（ே日新ฉ，2018） ①田中֯ӫ886， ②吉田ໜ�2616， ③小泉純一郎
�1980，④三木武෉747，⑤石橋湛山65，ᶈ஑田༐人1575（参考）安ഒ৾三�3188

എ ܠ　①石橋湛山研究会（௒ౘ೿議連）の発଍，100人余，②石ഁ内ֳ（ؠ尾外૬，村上総務૬，
中谷防Ӵ૬など５人），③຅後150年の節目でマスコミが஫目，④劣化する政治と国難の数々
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୷ࢁ͸͍͔ʹ学Μ͔ͩɼͲ͏ಡॻ͔ͨ͠
ᶃ Ұʹ΋ೋʹ΋ಡॻʹྭΜͩɼᶄͨ͘͞Μͷߨԋ΍ҙ見Λฉ͖׆発ʹٞ論ͨ͠ɼᶅଟ͘ͷݱ

৔Λ౿Μͩ（講演でશ国の֗を๚Ͷた，数えきれ͵΄どの会社๚問と工場見学，「満઱」ࢹ
察）

୷ࢁ͸ԿΛɼͳͥಡΜ͔ͩʗ経済学の古典を徹ఈ的にಡみ込んだ．自分で考えるためのಡ書．
୷ࢁͷಡॻํ法ʗ電ंではಡ書に集中．໷൒からでも毎日ಡんだ．書き込みと付ᝦ．
୷ࢁͷಡॻ法ͷಛ௃ʗつまらなければ途中でやめた．ෳ数の本を同時進行でಡんだ．遅ಡ．
ͷಡॻʗMill「経済学原理」，Smith「国෋論」，Marshall「経済学原理」，Ricardo「経܎ؔࡁ ܦ
済学および課税の原理」，Keynes「ޏ用・利子および՟ฎの一ൠ理論」など多数．

఩ ֶ 田中Ԧ，「ԧ໷話ٶ二」福ॅ正ܑ，「エミール」「໿論ܖ社会」ͷಡॻʗResseau܎૝ؔࢥ
ಊ「二ٶଚ徳の新研究」，Einstein「物理学はいかに創られたか」など．

੓࣏ؔ܎ͷಡॻʗHitler「Mein Kampf」，MarY「資本論」，Lenin「ఇ国主ٛ論」までಡんだ．
จ ֶ ・ͷಡॻʗ「ロビンソン܎ؔ クルーソー」，「ガリバーཱྀ行記」，「ޗഐはೣである」
（1940.8.14ʙ9.8），「チャタレー෉人の࿀人」（ࠅ評），「源ࢯ物語」（同）などさま͟ま．

೥ ؒ ಡॻྫ［1916年］谷࡚५一郎『神ಐ』，ٶ本和吉『఩学ॹ論』，徳෋᥊Ֆ『みみずのたわ
͝と』など和書11࡭，Toynbee, The Industrial Revolution など洋書21࡭．

　　［1925年］『決算報告の見方』，௡田左ӈ吉『文学にݱはれたる我が国ຽ思想の研究』など，
MarY, Theorien ub er den Mehrwertなど洋書12࡭．

ಡ ॻͷҰྫ（日記から）［1939年３月２日］「ே５時広島ண．14ʙ16時講演．19ʙ21時講演．
21時൒ʙ24時ԅ੮．॓ʹؼΓಡॻগʑ．」［同３日］「ே９時広島発．ंதɼಡॻ．13時Ӊ部
ண．ޕલதɼ޻৔見ֶ．19ʙ21時講演．22時Ӊ部発．ंதɼಡॻ．24時下関ண．॓へ．」

˗୷ࢁͷࣗͨͬޠΒͷಡॻ法˗
　「ཚಡ主ٛではなく，ྑ書と信ずるものだけを選んで୮念にಡんだ」
　「毎日，１時間とか２時間とか時間を定めて，গしずつগしずつたΏまずಡみଓけた」
　「チリも積もれば山となるということわ͟は，ಡ書において，特にِりでないと感ずる」
　「一度にಡもうとするからݏになる．毎日１ページでも10分でもよいから欠かさずಡみଓける」
　「学問は何でもそうだが，ただ本をಡみ，言༿の上で理۶を知っただけでは，いわΏる৞の上

のਫ࿅になり，実際の役に立たない．本をಡんだら，そこに書いてあることをઈえず実際
に当てはめ，自己の思考力を܇࿅し，学問を実生活に応用する術をम得しなければならな
い．ҩ者はҩ書をಡんだだけでは，ප人を治せない」

ಡॻ·ͱΊ（これはࢲ，浅野のݸ人的なಡ書論なのでޡ解なきよう）
．と言えるような日々のಡ書の積みॏͶが理想的である（福原ٛय़）「は本でҭったࢲ」①　
　② ಡ書とは ň著者との対話ŉ であり，一方通行の（受け਎の）行為ではない．（˰書き込み）
　③ ಡ書は「時ۭを௒えたཱྀ」であり，ページとともにա去からݱ在，ະདྷへと世界は広がる．
　④ ಡ書は ň಄と心のஷ金ശŉである．ಡ書で೴（知見）も心（情感，利他）も豊かになりうる．
　⑤ ಡ書は実ફと݁びつくことで初めて意味をもつ，あくまでもpragmaticな行為である．
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̍ʣδϟʔφϦετɼݴ࿦ਓͱͯ͠
ɹ˗̍ ͿΕͣʹগ਺ҙ見Λల։ͨ͠൓ࠎਫ਼ਆ
　　ʮͿΕͳいʯ࠲ඪ࣠ͷ存在（a）ݸ人主ٛ，自༝主ٛ，ຽ主主ٛ，国際平和主ٛの四ล形
　　（b）फ教性　日࿇のਫ਼神，Ωリスト教への関心（Clark博士）（c）఩学の存在（+. Dewey）
　　ʮେ୾߶௚ʯ明治神ٶに൓対 ˰�3，山០のࢮ ˰�4，軍部への఍抗 ˰�5
　　ʮ൓ࠎਫ਼ਆʯ金解ې論争，ロシアֵ命ࢧ持，戦後再ݐҊ ˰�2
　˗̎ʮࢹ໺ͷ͞޿ʯ経済に限ら͵ࢹ点，ྺ史・఩学・文化などリベラルアーπ的な関心と理解
　˗̏ʮ論ཧ的ŋ࣮ূ的ʯ統計・データをॏࢹし，常に論理的に論じて情ॹ的見方をഉした
　˗̐ʮ͘ڻ΂͖ࣥචྔͱߨԋ਺ʯeY. 昭和15（1940）年間執筆論文63本，講演回数58回

̎ʣ੓࣏Ոͱͯ͠ ˎstatesNan � a Xise
 eYQerienced and resQected Qolitical leader�（0&D）
　˗̍ʮࡁੈܦຽʯͷ੓࣏Ո（世を治めຽをٹう）
　˗̎ʮ੓࣏Ո೔࿇͋Γͤ͹ʯ（ڧ྽な信念と志 ˰�7，GHQ൷判 ˰�6）
　˗３ ϙϐϡϦζϜ͔Βԕ͘（国ຽの人ؾ取りを否定，五つの੤い）
　˗４ εテーπϚϯˎܕ੓࣏（上記1,2,3 ʴ 金મにも清ܿ ˰�8）

̏ʣࢥ૝Ոͱͯ͠
　˗̍ ฏ࿨ओٛ（ྫྷ戦構造を否定し日中米ソ平和同ໍを志向，国連ॏݑ，ࢹ法９条の評価 ˰�9）
　˗̎ ཱࣗओٛ（ݸ人の自立ʹݸの確立 ˰補１，補２，国家の自立˺日本の対米自立を主ு）
　˗̏ ߹ཧओٛŋ࣮ݱओٛ（合理主ٛの帰݁としての小日本主ٛ，情ॹをഉするリアリスト）
　˗̐ （ࡦ戦争・ශ困・失業をなくすための経済発展を志向，൓デフレ政）ओٛࢹॏࡁܦ

̐ʣ経営ऀͱͯ͠
　˗̍ 編集記者と経営者の「二଍の૲᯷」を20年余にわたりཤきଓけ，社業をҡ持した
　˗̎ 戦前戦中，軍部のѹഭの下でଥ協することなくྺ史的価値を持つ論調をकりଓけた
　˗̏ 軍部のѹഭで石橋ୀਞをഭる動きが社内で起きたが ň自രの覚悟ŉ をૌえ৐り切った˰�5

̑ʣਓؒɾੴڮ୷ࢁ
　˗̍çపఈ的ͳษֶͱߟࢥ（ษ学にཪ付けられた自信，「ڧ心ଁの持ち主」，積極的な論法）
　˗̎ç࣮ݱ的ͳࢥ૝ੑ（఩学的考え方，特にプラグマティズム）
　˗̏çָ؍ओٛ（へこたれない，ָ観的行動力の源泉に「確信」があった）
　˗̐ç׮༰ੑͱแ༰ྗ（意見のҧう人もڋઈしなかった，૬手の立場に立って考えた）
　˗̑ ňਓؒΈͳฏ౳ʯͰҰ؏（普選論，ঁ性の権利と学びへ向けて౒力，ຽ଒自決のଚॏ）
　˗̒çग़ॲ進退ͷ見͞ࣄɼݴ行Ұக（ट૬ୀਞの決断 ˰�10）
日࿇上人的意思と行動）ࢤいҙڧ ７˗　 ˰�7，プラグマティズム，次男和඙のࢮ ˰�11）
　˗８ ň೤ڰŉ ͱৗʹҰઢΛըͨ͠（真の保क，؇やかなֵ新，開戦時と終戦時のྫྷ੩さ ˰�2）
　˗̕çਓؒ的ັྗ（健ᄪ，おञ大޷き，཰直にものを言う）

̒ʣੴڮ୷͔ࢁΒ学Ϳ͜ͱ
　˗̍ç࣮ݱओٛ（ۭ理ۭ論はഉ除，΄ど΄どの理想主ٛ，プラグマティズム）
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　˗̎ç行ಈྗ（普選運動デモの先಄に立つ，金解ې論争でશ国を講演して回る，政治家への転਎）
　˗̏ç׮༰ͷਫ਼ਆ（૬手の立場に立ってみる，૬手の意見にࣖを܏ける，「೜଱と׮容」ࠇ୔清）
　˗̐çࠎଠͷ֎ަ੓ࡦ（向米一ล౗の否定，主ுすべきは主ுする ˰�13）
　˗̑çऑऀ΁ͷࢹ఺（小日本主ٛの一方で，失業・௿௞金の解消が内政の࠷大の課題だとした）

̓ʣੴڮ୷ࢁͳΒࠓͲ͏ͩ͏ݴΖ͏͔
　˗̍ʮฏ࿨֎ަΛ؏͚ʯ（ノーベル平和৆級ʁ）
　˗ ʮ̎アδアॏࢹ֎ަ΁γϑトͤΑʯ（日米協調下のશ方Ґ外ަ，米国に言うべきことは言う）
　˗̏ʮ೔த͸͓ޓいΛ΋ͬͱଚॏ͋͑͠ŉ
　˗̐ʮφγϣφϦζϜΛܯռͤΑʯ（米中ロはもとよりEUや日本も）
　˗̑ʮ੒௕্ࢸओٛͷ否定ʯ（失業と௿௞金は࠷大のѱだ，非正規ޏ用の཈止）
　˗̒ʮۚ༥ͱࡒ੓ʹ͸અ౓͕؊৺ͩŉ（アベノミクス൷判ʁ　高市政権はいかに）
　˗̓ʮ੓࣏͕ͩΒ͠ͳ͗͢͞Δʯ（ϙピϡリズム・͝機ݏ取り政治൷判 ˰�８）
　˗̔ʮブロοクࡁܦ΁ͷܯռ論ʯ（トランプ൷判）
　˗̕ʮཱݑओٛʹཱͭŉ（ݑ法ଚॏ）
　˗��ʮݴ論ͷࣗ༝ͱϚεコϛͷݱঢ়͕৺഑ͩŉ（マスコミは権力をもっとチェックせよ）
　˗��ʮ༃ࠃΛ۶ৱͱԇ࠘ͷ৔ʹ͢΂͖Ͱ͸ͳいŉ（༃国参ഈはしない，伊勢神ٶはたͿんOK）
　˗��ʮ΋ͬͱڭҭʹྗΛೖΕΔ΂͖ͩŉ（小日本主ٛのࠜఈには教ҭの充実がؚ意されている）
　˗�� ň೔ຊ͕໨͢ࢦ΂͖ࠃՈ૾ʯ（小日本主ٛという道徳国家のקめ ˰�1，補3，補4）
　˗��ʮ஍ํΛཱࣗͤ͞ؾݩʹŉ（地方税の֦大と補助金のഇ止）

人的まとめݸ（８
　１）ԿͷͨΊʹੜ͖Δ͔ʗ世界平和のために（戦争，ฆ争，ٌծをなくす），豊かな国へ（戦

争，失業，ශ困をなくす），組織・コミϡニティ・ྡ人・家଒のため
　２）Ͳ͏ੜ͖Δ͔ʗ学び	生֔学श），行動と൓省（SPDAC），ح޷心，希望，౒力，ָしみ
　３）ֶͿ΂͖ର৅ʗ専門分野，経済経営，ྺ史，఩学，科学その他リベラルアーπ
　４）ਓੜͷָ͠Έͱ͸ʗະ知とのૺ۰（ཱྀ，ಡ書，ح޷心），知識欲の充଍，美味しいもの

�1 　ʮେ೔ຊओٛͷݬ૝ʯɹ三Ӝᭋ太郎の主ு「大日本主ٛか小日本主ٛか」を展開した論説
のタイトル．満भの主人公は中国人であり，中国に২ຽ地を持つことは政治的，経済的に
日本になんらプラスをもたらさない，他の২ຽ地も同様で，日本は২ຽ地主ٛ，軍国主ٛ，
๲ு主ٛをࣺて，商工業と๵қの発展をめ͟す小日本主ٛの道をาΉべきだと主ுした．

（1921年）
�2 　ʮߋਖ਼೔ຊͷ໳ग़ લ్͸࣮ʹ༸ʑͨΓʯɹ敗戦３日後の「東洋経済」に湛山が執筆した連

載論文のタイトル．日本中がᣔવ自失する中，「ւ外領土を失っても真に科学的ਫ਼神に徹
すれば，日本の前途は実に洋々たるものがある」とした．以後，連合軍の進ற，産業෮興，
ഛ償金，領土૕失，人口ա৒などについて，いずれも༕えるにたらないと۩体的に論じた．
（1945年）

�3 　 ʮ۪ͳΔ͔ͳਆݐٶઃͷٞʯɹ明治ఱߖが亡くなったとき，明治神ٶを作Ζうとする動き
が高まった．これに対し湛山は，「一木造石造の神社ݐઃにເ中になって運動」するのは
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۪かだ，そのカネでノーベル৆と同じझࢫの明治৆金を作り「先ఇの残された事業を׬成
すべきだ」と主ுした．（1912年）

�4 　ʮࢮ΋·ͨࣾձไ࢓ʯ　明治の元܄・山ݝ有๎が亡くなったとき，൴の政界におけるฐ֐
をڍげて「人は適当の時期に去り行くのも，また一の意ٛある社会奉࢓」であり，「ශຽ
が納めた間接税で山ݝ公の૴式（国૴）を行えとは何事であるか」と主ுした．（1922年）

三཮軍গ佐・情報局第二課長からは「今の時代ݿʯ　鈴木ޛ෦͔Βͷѹഭͱʮࣗരͷ֮܉　 5�
をなんと心得るか，発ېにするͧ」「石橋をࣙめさせΖ」とのҖѹが毎日のようにあり，
東条英機ट૬も「東洋経済新報は戦時下に޷ましから͵ࡶ誌なるがނに特に監ࢹをݫにす
べし」とொ村金五ܯ保局長に東洋経済新報社の取り௵しを示唆するなど，かͶてから自༝
主ٛ者のᖻ印をԡされていた湛山の東洋経済は軍部から目のఢにされ，社運は෩前の౮と
なった．社内からも石橋ୀਞの動きが۩体化したが，「先ഐたちが残してくれた立೿な主
ٛ主ுをࣺて，軍部にܴ合するようなࡶ誌を発行して何の意味がある．そんなことならΉ
しΖ自രして，会社を解ࢄしてしまった΄うがましである」と主ு，ୀਞに動いた社員た
ちをୀ社させ৐り切った．

�6 　アϝϦΧʹରͯ͠΋ಊʑͱओுͨ͠　治外法権だった઎領軍予算に蔵૬として果׶に切り
込んだ．ために઎領軍にݏわれ，「戦൜」のೞれҥをணせられて不当な公職追์にૺった．

�7 　೔࿇ͷݴ༿「我日本のபとならΉ，我日本の؟目とならΉ，我日本の大ધとならΉ」（開
目ᭁ）

�8 　ट૬ब೚࣌ͷऀهձ見Ͱͷʮͭޒͷ੤いʯ　「五つの੤い」とは（明治ఱߖの）五Օ条の
用と生産ޏ③，正ॗل界の綱׭･੤文にならったもので，①国会運営の正常化，②政界ޚ
の૿大，④福祉国家のݐઃ，⑤世界平和の確立，をट૬として取り組Ήべき課題としてڍ
げた．同時に内政上の目標としては『1000ԯ減税・1000ԯ施ࡦ』を掲げた．「ຽ主政治は
ԟ々にして国ຽのօさんの͝機ݏとりの政治になる．ࢲはօさんの͝機ݏを࢕うことはし
ない．օさんにずいͿんݏがられることをするかもしれないから，そのつもりでいてもら
いたい」（1956年）

�9 　ʮݑ法վਖ਼૲ҊΛධ͢ʯ　ݑ法૲Ҋ第9条をಡんで「௧շ極まりなく感じた．これにউる௧
շ事があΖうか」（1956年）日中米ソ平和同ໍの提এ以後は，平和ݑ法ҡ持をڧ調した．

�10　退ਞද໌ͷʮੴڮॻ؆ʯ　「ࢲは新内ֳのट૬として࠷もॏ要なる予算審議に一日も出੮
できないことが明らかになりました以上は，ट૬としての進ୀを決すべきだと考えまし
た．ࢲの政治的ྑ心に従います．これがこの際，ࢲとして政界のため国ຽのためにとるべ
き࠷も正しい道であることを信じて決意した次第であります」（1958年）

�11　զ͕ࢠͷࢮΛౣΜͰӵΉ　「この戦如何に終わるもೊがࢮをば෕が代わりて国のため活か
さん」

�12　 ʮ༃ࠃਆࣾഇࢭͷٞʯ　「大東ѥ戦争の戦຅将兵を永くޢ国の英雄としてਸܟし，その武܄
をࢌえることはわが国の国際的立場において許さるべきや否や．国ຽに永くԇみを残すが
如き記念物はいかに大切のものといえども，これを一૟し去ることが必要であΖう」（1945
年）

�13　プϨεクϥブԋઆ૲ࢲ」　ߘはଏに向米一ล౗というが͝とき，自主性なき態度をいかな
る国に対しても取ることはઈ対にいたしません．ࢲは米国とは特にີۓの上にもີۓな協
調を保っていく覚悟です．だがそのためには，米国に向け཰直にわが国の要求をͿっつけ，
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わが国の主ுにࣖをିしてもらわなければならないと信じます」（1957年）

補１）ʮ౦༸ࡁܦ৽ใʯ૑ץͷࣙ　「健શな経済社会は，健શなݸ人の発ୡに଴た͟るべからず」
　２） ʮݸͷཱ֬ʯͷ৚݅（浅野のࢲ見）　①自己を高めるべく౒力する，②徹ఈ的に考える，

③自ら݁論を下し実行する，④「実行」への責任をとる．（横ฒび・前例主ٛの否定）
満भ઎①　ڌͷʮେ೔ຊओٛ・֦ுओٛ൷൑ʯʮখ೔ຊओٛʯͷ論ࢁ୷ڮӜᭋଠ࿠ŋੴࡾ（３　

領や南方進出は࿐੢ѥ，英国などྻڧとの対立をটき日英同ໍをةຆにṫせしめる，②
大཮進出は中国人のຽ଒意識にՐをつけ，長期的఍抗を受け͟るをえない，③満भにこ
だわることは国防ઢの延長とԕִ化をもたらし日本の国防をかえってةうくする，④২
ຽ地を保持しଓけることは๲大な২ຽ地ҡ持費を要し，にもかかわらずա৒人口対ࡦに
もならず๵қ֦大ももたらさない，⑤๲大な軍事費負担のために国ຽ負担はॏくなる一
方である．

　４） ʮେ೔ຊओٛͷݬ૝ʯ　「ே઱，台࿷，א太，満भという如き，わずかばかりの土地をࣺ
つることにより広大なるࢧಹのશ土を我が༑とし，進んで東洋のશ体，否，世界のऑ小
国શ体を我が道徳的ࢧ持者とすることは，いかばかりの利益であるか計り知れない．ၗ
ຫなる一，二の国がいかに大なる軍උを༴するとも，我が国が自༝解์の世界的ໍ主とし
てഎ後に東洋ないしશ世界からの心からのࢧ持を得ることとなれば，その戦に断じて敗
るることはない．」

ओͳؔ࿈ॻ（すべて紹介すれば50࡭余に及Ϳ，ಡみやすいもの数点を選んだ，ˎは新書・文ݿ）
　ˎʰ୷ࢁճ૝ （ɦؠ೾文ݿ，長޾男解説，1,353円）
　ˎʰੴڮ୷ࢁධ論ू （ɦؠ೾文ݿ，দ尾ଚҸ編，1,078円）
　ˎ൒౻Ұརʰઓ͏ੴڮ୷ࢁ （ɦちくま文1,034，ݿ円）
　ˎ૿ాɹ߂ʰੴڮ୷ࢁɹϦベϥϦεトͷਅ਷ （ɦ中公新書，1,012円）
͔ࢁ୷ڮɹ৴ʰྑ೔ຊओٛͷ੓࣏Ոɹͳͥɼい·ੴߴࠤ　　 （ɦ東洋経済新報社，1,495円）
　　ધڮ༸Ұʰ୷ࢁಡຊ （ɦ東洋経済新報社，2,640円）
　ˎాதल੐・ߴࠤ৴ʰੴڮ୷ࢁΛޠΔ （ɦ集英社新書，1,055円）

　◎ʰࣗ༝ࢥ૝ （ɦੴڮ୷هࢁ೦ஂࡒͷࢽץق）ॴऩͷ੿論　137ˍ138号ʮੴڮ୷ࢁͱࡁܦ۞ָ
෦（্・Լ）ʯ（12ʴ16̿），143号巻಄言「湛山のビブリオバトル」，���߸ʮͳͥɼࠓ୷ࢁ
ਓؾͳͷ͔ʯ（5̿），���߸ʮੴڮ୷ࢁͱ౷ܭ ʕδϟーφϦεトͱͯ͠ܦӦऀͱͯ͠ʯ（5̿），
���߸ʮੴڮ୷ࢁͱ݈߁法ʯ（8̿），���߸ʮੴڮ୷ࢁͷॻධ・ղ୊ʯ（8̿），���߸ʮੴڮ୷
ͷ্ࣈΔྗʯ，163号巻಄言ʮ੓෎੺͑ߟͷಡॻͱಡॻ法ʯ（11̿），159号巻಄言ʮࣗ෼Ͱࢁ
．ղऍʯ（2̿）の΄か，書評など多数ݍࡁܦҬ޿ͷώトϥーධՁͱࢁʯ，167号ʮ୷ݶ

" QQendiY ԰ʹֶͿͷ͔ދʰͳͥハーόード͸ܙஐ౻ࠤΊຊɹקͷ͓ࢲ （ɦ中公新書），Տ໺
ཾଠ࿠ʰ೔ຊࡁܦͷ֯ࢮ （ɦちくま新書），෱৔কେʰ໨ͷ見͑ͳいਫ਼ਆՊҩ͕見͑ͳ͘ͳͬ
ͯ෼͔ͬͨ͜ͱ （ɦサンマーク出൛），ௗ୩ণ޾ʰͱͳΓͷӄ๳論 （ɦ講ஊ社ݱ代新書）
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